
     衆議院、参議院のメールサーバが攻撃され！ 

情報漏えい！ 

    ■衆議院、参議院のメールサーバから 
       ①すべてのメールが読まれて情報漏えい 
       ②勝手にメールを送信されました。 

  ※接続 IDとパスワードを盗まれたら万事休す。どのようなセキュリティーでも防げません！ 
 
         しかし、メール本文、添付ファイル自動暗号化 メールソフトで本文自動暗号化機能をONにすれば 

           FileGuard Mail なら   確実に防げました 
 
       ①サーバの中を見られても、本文も添付ファイルも既に暗号化されています。 
       ②送信先の暗号復号化パスワードを入力しない限り送信できません。 
              

 

 膨大な経費をかけても不可能だったセキュリティ対策がわずか15,000円/１台で構築。しかもメンテナンス料金は無料！ 

   
        自動暗号化だから 誤送信でも大丈夫！ パスワードが判らない限りメールは読めません 
 

                            



    

 

 

 

 

FileGuard Mail 

         

 
 
 

コンプライアンス遵守  必須メールソフト 
 

ファイルガード・メールのご案内 
 
 
                      
                                            

      メール本文、添付ファイル自動暗号化 

著作/制作  有限会社 ターニングソフト 
                                                   
 
http://www.fgm.jp 



 
誤送信 ! での 情報漏えい 事件は 

防ぎようのない 『うっかりミス』 により発生しています！！ 

                          ① クリックした瞬間にカーソルがズレた 

         ② 取引先から伝えられたアドレスが間違っていた 

         ③ アドレス帳に誤登録 （何度も誤送信を繰り返します） 

                        ④ メールアドレスの入力ミスなど 
  自動暗号化のファイルガード・メールを使用すれば    上記のような場合  
 でもパスワードが判らない限り情報漏えいは起こりません！ 
 



情報漏えい！ 

■衆議院、参議院のサーバから①情報漏えいだけでなく、②勝手にメールを送信されました。 
接続IDとパスワードを盗まれたら、どのようなセキュリティーでも防げません。 
 
            しかし         ファイルガード・メールなら簡単に         防げました。 
①サーバの中を見られても、本文も添付ファイルも既に暗号化されています。 
②送信先の暗号復号化パスワードを入力しない限り送信できません。    
数億円かけても不可能だったセキュリティ対策がわずか15,000円×議員数で構築できます。 
 
さらに自動暗号化だから 誤送信でも大丈夫！ パスワードが判らない限りメールは読めません。 
 
 
■E社に関わる取引先I社及びその関連会社２社に関わる個人情報を含む資料を電子メールで送信する際に、誤って第 
三者に送信するという事態が発生した。 

個人情報保護法 第二十条  
 

個人情報取扱事業者は、その取り扱う個人データの漏えい、滅失又はき損の防止その他の 
個人データの安全管理のために必要かつ適切な措置を講じなければならない。 



誤送信による個人情報漏えいは「個人情報保護法」に抵触します！ 

メールを使う人の約７割が誤送信を体験しています。 
中には「このくらいいいだろう」と上司への報告も怠り、気付いた時には取り返しの付かない 
事態に発展したケースも少くありません。 
 
“大した物は送ってない！ うっかりミスだから仕方ない” もはや今の時代、通用しません。 
信用失墜はもちろん、取引停止や賠償金の支払いなど、最悪のケースになる前に 
「ファイルガード・メール」で最善の防衛策を強くお勧め致します。 
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※個人情報保護法  第二十条 
  安全管理のために適切な措置を講じなければならない。 
  これでは コンプライアンス違反＝法令遵守が成されていません。 

危険！ 

暗号化対策 
していない 
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パスワードで保護 
本文もファイルも開けません 

メールの中身が 
  丸見え 

中身が何か 
判からないな～？ 

あｯ！誤送信！ 

あッ！誤送信！ 

普通のメールソフトやフリーメールの場合 

ファイルガード・メールの場合 

※万が一、誤送信しても受け取った方は復号化パスワードが判からないため 
メール本文も添付ファイルも見る事が出来ません。 

 安心！ 

間違いメールを受け取った人 

間違いメールを受け取った人 



ファイルガード・メールはフリーメールでもご利用可能！ 
フリーメールもクラウドシステムもサーバ上で動くシステムなので、御社にとっては第三者で
あるサーバ管理者は御社の全情報を見ることができるのです。 

また、メールに関してサーバでロックをかけるメールシステムもありますが、ネット上で第三者
から情報を盗みとられる可能性が大いにあります。 
 
情報を守る為には、機密性と利便性を充分に考慮しなければなりません。 
ファイルガード・メールは、パソコンにインストールして使用するソフトです！ 
Yahoo！ メールなどでもファイルガード・メールで操作すれば自動暗号化機能が使えます！ 
 

丸見えだから 
サーバまでの間で情報漏えい！ 

サーバでロックをかけるから 
大丈夫だと思っても・・・。 

サーバでロック 

■サーバでロックをかけるタイプのセキュリティシステムの場合 



【ファイルガード・メールの特長】 

1. 防ぎようのない「うっかりミス」をしても自動暗号化 

2. 本文の自動暗号化（する・しない選択可能） 

3. 送信先毎に添付ファイル暗号化パスワードを事前
登録（▼プルダウンから選択できるようになります） 

4. 送信先がWindowsである限り暗号復号ができ、受
信者のメールソフトを選びません 

5. 送信時（管理者など）指定のアドレスに自動的に
BCC送信が可能 

6. 受信時（管理者など）指定するフォルダへ自動的
に振り分けが可能 

7. ツリー部のフォルダのパスワード保護など豊富な
機能搭載のプロパティ設定 

8. 受信後、整理しやすいように受信メールの件名欄
が固定されていない限り書き換え可能 
 

 

【機能性】 

◯全ての表示欄の文字、背景色のカスタマイズが可能！ 

◯スレッドのリスト表示が可能！ 

◯充実したテンプレート機能を搭載！ 

○テンプレートなど初心者でも簡単に使える機能！ 

◯ヘルプ用語のカンタンな解説付き！ 

◯添付ファイルを送信画面でドラッグ＆ドロップで添付！ 

など、メールソフトとしてもユーザー様より、 

『これは便利だッ！』と高く評価されております！ 

世界に類を見ない！メール本文、添付ファイル自動暗号化の 
 
『便利なうえに、こんなに簡単！』 と大変喜ばれています！ 

セキュリティー対策は勿論！ 



販売価格15,000円（税込／15,750円） 
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※Windows 98、Me、XP、VISTA、7、8、8.1 対応    
※多機能ですが、パソコン環境によっては利用できにくい場合もあります。 
※１ライセンス１台です。 

簡単に使えて豊富な機能の            FileGuard Mail は送信時、メール本文や添付ファイルを 

自動的に暗号化することで、防ぎようのないヒューマンエラーでも情報漏えいを防止できます。 
 

 今現在のメール送信が危険なのです！ 早急に導入されることをお勧め致します。 

ランニングコスト不要！ 
初期の導入費のみでご利用いただけます！ 

IMAP4、LDAPなどの最新テクノロジーにも俊敏に対応する高度な技術力と独自発想！ 

添付ファイル自動暗号化のパイオニア！  turningsoft Inc.   ９０日間体験版ダウンロード 

http://www.fgm.jp/mihon.html

